
ミリヤムがかくれて見
み

ていると、
エジプトの王

おう

女
じょ

がやってきて
赤
あか

ちゃんを見
み

つけました。

「わたしが、この子
こ

を育
そだ

てるわ。
モーセという名

な

前
まえ

にしましょう。
世
せ

話
わ

をしてくれる人
ひと

はいないかしら？」

ミリヤムが王
おう

女
じょ

にいいました。
「赤
あか

ちゃんのお世
せ

話
わ

をする人
ひと

がいますよ」
そして、自

じ

分
ぶん

のお母
かあ

さんをつれてきました。

お母
かあ

さんは、赤
あか

ちゃんを川
かわ

のそばにかくしました。
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「王
おう

さまは、
『イスラエル人

じん

の家
いえ

に
男
おとこ

の子
こ

が生
う

まれたら
川
かわ

にすてなさい』っていうの」
「えっ、うちの赤

あか

ちゃんも？」



モーセは羊
ひつじ

飼
か

いになりました。

モーセは山
やま

の上
うえ

で、もえている木
き

の枝
えだ

を
見
み

つけました。ふしぎなことに、もえているのに、
枝
えだ

はいつまでもなくなりません。
火
ひ

の中
なか

から神
かみ

さまのお声
こえ

が聞
き

こえました。
「エジプトにいって、イスラエル人

じん

を助
たす

けなさい。
お兄
にい

さんのアロンといっしょにいきなさい」

モーセは、エジプトの王
おう

子
じ

になりました。
でもモーセは、自

じ

分
ぶん

がイスラエル人
じん

だということを知
し

っていました。

ある日
ひ

、モーセは、
イスラエル人

じん

をいじめるエジプト人
じん

を
やっつけました。
そして、遠

とお

くににげていきました。
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